
学校番号 1001 

平成 31年度 地理歴史 科 

 

教科 地理歴史 科目 日本史Ａ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「日本史Ａ 現代からの歴史」（東京書籍） 

副教材等 「図説 日本史通覧」（帝国書院）、自作プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史的事象の前後関係、流れに思いをいたす。 

・世界の国々や諸地域の状況に注意を払い、日本の歴史的事象とのつながりを考える。 

・歴史の流れのなかで現在の日本のあり方を位置づける。 

 

２ 学習の到達目標 

・史資料に親しみ、歴史具体的な思考法を身につける。 

・現代の諸課題を前近代・近代の歴史的事象と関連づけて考察することができる。 

・日本の歴史を世界史と関連づけて理解し現代を主体的に生きる主権者としての資質を養う。 

・歴史的事象や歴史用語について、一定の概念的な理解を持てるように努める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

近現代を中心とす

る日本歴史に対す

る関心と課題意識

を持ち、課題を意欲

的に追究するとと

もに、国家・社会を

形成する主権者と

しての責務を果た

そうとする意欲が

あるかどうか。 

 

 

現代の諸課題を歴史

的観点から考察し、世

界と日本社会の変化

に関する科学的な認

識をもとに冷静かつ

公正な判断をくだせ

るか。また、その歴史

の過程や結果を適切

に表現できるか。 

近現代を中心とす

る日本の歴史に関

するさまざまな史

資料から、有用な情

報を選んだり読み

取ったりできるか。

それを図表などに

まとめたりできる

か。 

近現代を中心とす

る日本の歴史につ

いての基本的な史

実や歴史用語・概念

についての知識を、

地理的条件や世界

史と関連づけなが

ら理解できるかど

うか。 

評
価
方
法 

レポート 

授業でのやりとり 

定期考査 

授業でのやりとり 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

授業でのやりとり 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

第
１
学
期 

序
章 

私
た
ち
の
時
代
と
歴
史 

 

１．私たちと歴史の結びつ 

 き 

２．私たちの時代 

３．開国までのあゆみ 

４．近代の幕開け ○ ○ ○  

a.自分が関心をもった生活文化

について、その変遷を調べその

背景となった社会の変化との関

連をとらえられるか。 

c.時代の異なる２枚の地図を比

較し、その地域にどのような変化

が生じたのか推察できるか。 

b.幕藩体制の特質と矛盾、また

近世後期における幕政上および

藩政上の諸課題を、世界の変容

と関連づけながら考察できるか。 

レポート発表 

授業でのや

りとり 

ワークシート 

 

 

第
１
章 

近
代
日
本
の
形
成 

１．アジア世界の変動 

２．ペリー来航と条約調印 

３．幕末政争の展開 

４．新政府の成立 

５．身分制度の解体 

６．地租改正と殖産興業 

７．文明開化 

８．明治初期の外交と内政 

９．北海道と琉球 

 

 

※中間考査の実施、ノート 

提出 

 ○ ○ ○ 

d.開国したことが幕藩体制に深

刻な打撃を与え、尊皇攘夷～武

力倒幕の運動へと展開していっ

たこと、またその結果成立した明

治政府が天皇を統治の中心に

据えつつ（復古）、欧米をモデル

にした近代化（開化）を推進して

いく流れを理解できるか。 

b.欧米の啓蒙主義、実学主義に

もとづく学制が公布され、人々

の生活にも欧米文化が取り入

れられていく流れが押さえら

れるか。 

c.岩倉使節団を派遣し欧米に

学ぼうとした政府が、東アジア

諸国に対し軍事力をもって交

渉を進めたことを対比的に考

察できるか。 

d.政府が明治初期から、琉球に

対して強圧的な態度をとり西

の国境を画定していった一方

で、ロシアとは交渉により国境

を画定していったこと、列強諸

国に配慮しつつ南の国境を画

定していったことなどを総合

的に理解できるか。 

授業でのや

りとり 

定期考査 

ノート点検 

ワークシート 

 

 

 

 

第
１
章 

（つ
づ
き
） 

10．自由民権運動と政府の 

対応 

11．大日本帝国憲法の制定 

12．初期議会と条約改正 

13．国民文化の諸相 
 ○  ○ 

b.憲法制定にいたるまでの自由

民権運動と政府側の動きと、そ

の延長上の憲法や立憲政治の

特質をつかめるか。 

d.近代化が、不平等条約改正を

実現する力になった一方で、東

アジア地域おける支配的地位の

獲得につながるという事態の二

面性をしっかり把握できるか。 

授業でのや

りとり 

定期考査 

ノート点検 

 

 

 



第
２
章 

東
ア
ジ
ア
世
界
の
変
動
と
日
本 

１．帝国主義の時代と東ア 

ジア 

２．日清戦争 

３．日清戦後の政治と社会 

４．女性解放への動き 

 

 

※期末考査の実施、ノート

提出 

 ○ ○ ○ 

b.日本が朝鮮への影響力を強

めようとしたことが朝鮮政府・民

衆の反発を招き、同時に清国

との対立していく関連性を把

握できるか。 

c.日清戦争の経過と下関条約

の内容を関連づけて学び，日

清戦争を経て、日本・清・朝鮮

の関係がどう変化したのかを考

察できるか。 

b.日清戦後、藩閥と政党が接

近し政党の影響力が高まる一

方で、軍部大臣現役武官制が

定められ、政党の力を制限しよ

うとする動きが顕在化すること

を対比的に考察できるか。 

d.戦争を経験することで、国民

意識の形成が促されたことを

理解できるか。 

授業でのや

りとり 

定期考査 

ノート点検 

ワークシート 

 

 

 

第
２
学
期 

第
２
章 

（つ
づ
き
） 

５．日英同盟と日露戦争 

６．韓国併合と東アジア 

７．産業革命と資本主義の発 

 達 

８．桂園時代と社会問題 

９．近代のアイヌ民族 

 ○ ○ ○  

b.列強による中国分割が進む

過程で日露の対立が生じ、日

英同盟が結ばれたことが理解

できるか。 

a.朝鮮・満州での利権をめぐる

日露戦争の経緯と、国民の戦

争に対する考え方を関連づけ

て考えられるか。日本が植民

地帝国になった意味や辛亥革

命の意義を考察できるか。 

c.産業革命、財閥の形成、農

村の寄生地主制支配が関係

づけられるか。 

b.日露戦争後の政治が次第

に民衆の要求に応えざるを得

なくなっていった経緯を、客観

的に考察できるか。 

レポート発表 

授業でのや

りとり 

 

 

 

第
３
章 

二
つ
の
世
界
大
戦
と
日
本 

１．第一次世界大戦と日本の 

中国侵略 

２．パリ講和会議と東アジアの 

独立運動 

３．大戦による社会の変化と 

社会運動 

４．大正デモクラシーの思想と 

 大衆文化 

 

 

※中間考査の実施、ノート 

提出 

 ○  ○ 

b.第一次世界大戦の特質、日本

が中国ヘの侵略を進めた経緯、

また戦後の民族運動の高揚など

を多面的に考察できるか。 

b.大戦景気～戦後恐慌の経緯

と、米騒動や社会運動の高揚を

関連づけて考察できるか。 

d.大正期にデモクラシー思想が

発達したことや、労働運動や女

性運動などの社会運動が組織的

に行われるようになり、特に都市

では生活や文化に変化が生じた

ことを論理的に理解できるか。 

授業でのや

りとり 

定期考査 

ノート点検 

 

 

 

 



第
３
章 

（つ
づ
き
） 

５．政党政治と国際協調 

６．関東大震災と社会の統制 

７．護憲三派内閣と協調外交 

８．近代の大阪 

９．昭和恐慌 

10．満州事変と満州国 

11．軍部の台頭と二・二六事 

 件 

12．日中全面戦争の開始 

13．国家総動員の時代 

 

 

※期末考査の実施、ノート

提出 

 ○ ○ ○ 

d.政党内閣が国際協調体制の

枠内で軍縮を進めたことと、日本

の大陸進出の後退とを関連づけ

て考察できるか。 

c.関東大震災の多方面への影

響を検討できるか。 

b.政党内閣が憲政の常道となり

男性普通選挙が実現した背景

を、治安維持法の成立と関連づ

けて考察できるか。 

b.昭和恐慌下に排外熱が高まる

なかで満州事変が起こり、日本

が国際社会から孤立していった

経緯を整理できるか。 

b.軍部ファシズム運動の展開を

論理的に考察できるか。 

b.ヨーロッパ情勢の変化と、中国

での国共合作への動きや日本の

内外政策との相関が複眼的に考

察できるか。 

d.統制経済、自由主義思想への

弾圧、総力戦体制などの諸事象

を具体的に認識できるか。 

授業でのや

りとり 

定期考査 

ノート点検 

ワークシート 

 

第
３
学
期 

第
３
章 

（つ
づ
き
） 

14．第二次世界大戦と太平洋 

戦争 

15．戦時総動員の徹底と矛盾 

16．大東亜共栄圏 

17．戦時下の沖縄 

 
 ○ ○ ○ 

d.第二次世界大戦の特質、独伊

との同盟と対英米戦争との関連

を踏まえて太平洋戦争の経緯を

理解できるか。 

c.戦時下国民生活・国民感情の

実相を、また沖縄に標準語が導

入される過程を、具体的に把握

できるか。 

b.「大東亜共栄圏」の理念と実態

について、具体的に論じうるか。 

レポート発表 

授業でのや

りとり 

 

 

 

第
４
章 

戦
後
の
国
際
社
会
と
日
本 

１．大戦後の世界と日本 

２．本土の占領と戦後改革 

３．日本国憲法の制定 

４．高度成長の時代 

 

 

 

 ○  ○ 

d.大戦終結の過程で国際連合が

成立する一方、米ソを中心とする

東西冷戦が始まったことを理解

できるか。 

b.敗戦と現日本の領土との関係

や、GHQの主導した改革が戦後

の日本社会に与えた影響につい

て多面的に考察できるか。 

d.e.日本国憲法の制定過程の要

点を理解できるか。 

授業でのや

りとり 

定期考査 

ノート点検 

ワークシート 

 

 

 



三
学
期 

つ
づ
き 

※学年末考査の実施、ノー

ト提出 

 

 ○  ○ 

b.ベトナム戦争を遠因とするドル

＝ショックや第4次中東戦争に発

する石油危機による世界経済の

混乱に対応するため開かれた主

要先進国首脳会議が、そのごの

世界的な問題解決の場となった

ことに気づいたか。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 ※原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において特に重点的

に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


